
感
染
性
胃
腸
炎
が
流
行
す
る
季
節
で
す
　
石
け
ん
と
流
水
で
こ
ま
め
に
手
洗
い
を
し
ま
し
Ỷ
う
外

辺返
７
２
２
・
３
２
４
９

問
保
健
予
防
課
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 開
設
し
て
い
ま
す

生
活
・
就
労
相
談
窓
口

　
市
で
は
ỏ
生
活
困
窮
者
に
対
す

る
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
Ố
ま
ず

は
ご
相
談
下
さ
い
Ố

ừ
自
立
相
談
支
援
事
業
Ử

　
４
月
に
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
ỏ

市
庁
舎
１
階
に
ủ
生
活
・
就
労
相

談
窓
口
Ứ
を
開
設
し
ま
し
た
Ố
仕

事
や
生
活
に
困
ỳ
て
い
る
方
に
対

し
て
ỏ
専
門
の
相
談
支
援
員
が
ỏ

ご　

案　

内

一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
合
わ
せ
た

支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ỏ
相
談
者

に
寄
り
添
い
な
が
ら
他
の
専
門
機

関
と
連
携
し
て
ỏ
解
決
に
向
け
た

支
援
を
行
い
ま
す
Ố

ừ
住
居
確
保
給
付
金
Ử　

　
離
職
等
に
よ
り
住
宅
を
失
ỳ
た

方
ỏ
も
し
く
は
失
う
恐
れ
の
あ
る

方
に
対
し
て
ỏ
就
職
に
向
け
た
活

動
を
行
う
こ
と
な
ど
ỏ
資
格
要
件

を
満
た
し
た
場
合
に
ỏ
賃
貸
住
宅

の
家
賃
額
を
一
定
期
間
支
給
し
ま

す
Ố

対
市
内
在
住
で
ỏ
仕
事
や
生
活
に

お
困
り
の
方

◇

受
付
日
時
月
Ỗ
金
曜
日
の
午
前
８

時
　
分
Ỗ
午
後
５
時
ớ
年
末
年

３０
始
ỏ
祝
休
日
を
除
く
Ờ

問
生
活
援
護
課
辺
７
２
４
・
４
０

１
３
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
１

６
５
１

秋
冬
号
を
発
行
し
ま
し
た
外

地
域
情
報
誌ủ
ま
ち
び
と
Ứ

 　
特
集
は
ỏ
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

の
お
す
す
め
ス
ポ
ỽ
ト
を
多
数
紹

介
Ố
そ
の
他
ỏ
町
内
会
・
自
治
会

が
行
ỳ
て
い
る
取
り
組
み
や
ỏ
市

民
協
働
フ
ỻ
ス
テ
ỹ
バ
ル
ủ
ま
ち

カ
フ
ỻ
外
Ứ
実
行
委
員
会
の
様

子
ỏ
町
田
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
た

ち
の
紹
介
な
ど
の
内
容
で
お
届
け

し
ま
す
Ố

※
ủ
ま
ち
び
と
Ứ
は
ỏ
希
望
す
る

町
内
会
・
自
治
会
を
通
し
て
の
回

覧
や
ỏ
各
公
共
施
設
の
窓
口
ỏ
待

合
室
の
あ
る
郵
便
局
・
農
協
・
病

院
・
美
容
院
等
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
Ố

問
市
民
協
働
推
進
課
辺
７
２
４
・

４
３
６
２
返
０
５
０
・
３
０
８
５

・
６
５
１
７

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ồ
登
録
団

体
企

画

講

座

ừ
男
の
子
と
女
の
子
の
境
界
線
ỳ

て
な
ん
だ
ろ
う
？
Ỗ
子
ど
も
の
世

界
の
セ
ク
シ
ỿ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ

ỹ
Ử

日
　
月
　
日
土
午
前
　
時
Ỗ
　
時

１２

１２

１０

１１

　
分
３０場

町
田
市
民
フ
Ỽ
ồ
ラ
ム

講
東
京
未
来
大
学
教
授
・
石
阪
督

規
氏

定
　
人
ớ
申
し
込
み
順
Ờ

２０
申
　
月
　
日
正
午
Ỗ
　
月
９
日
に

１１

２４

１２

電
話
で
イ
ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
ớ
辺

７
２
４
・
５
６
５
６
Ờ
へ
Ố
保
育

希
望
者
ớ
１
歳
６
か
月
以
上
の
未

就
学
児
ỏ
申
し
込
み
順
に
　
人
Ờ

２０

は
　
月
３
日
ま
で
に
併
せ
て
申
し

１２
込
み
を
Ố

問
同
セ
ン
タ
ồ
辺
７
２
３
・
２
９

０
８
返
７
２
３
・
２
９
４
６

普
通
救
命
講
習
会

対
市
内
在
住
ỏ
在
勤
ỏ
在
学
の
　１８

歳
以
上
の
方
ớ
高
校
生
を
除
く
Ờ

日
　
月
　
日
土
午
前
９
時
Ỗ
正
午

１２

１９

場
健
康
福
祉
会
館

内
心
肺
蘇
生
法
ỏ
異
物
除
去
法
ỏ

Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
法

※
救
命
技
能
認
定
証
を
発
行
し
ま

す
Ố

定
　
人
ớ
申
し
込
み
順
Ờ

３５
費
１
４
０
０
円
ớ
テ
キ
ス
ト
代
Ờ

申
　
月
　
日
Ỗ
　
月
　
日
に
電
話

１１

２４

１２

１１

で
イ
ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
ớ
辺
７
２

４
・
５
６
５
６
Ờ
へ
Ố

問
町
田
消
防
署
辺
７
２
２
・
０
１

１
９
ỏ
町
田
市
保
健
総
務
課
辺
７

２
２
・
６
７
２
８
返
０
５
０
・
３

１
０
１
・
８
２
０
２

　
市
立
小
・
中
学
校
通
学
区
域
緩

和
制
度
の
申
請
受
付
は
ỏ　
月
　

１０

１５

日
に
締
め
切
り
ま
し
た
Ố
申
請
者

数
は
ỏ
新
小
学
１
年
生
２
４
０

人
ỏ
新
中
学
１
年
生
２
３
０
人

で
ỏ
合
計
４
７
０
人
で
し
た
Ố
詳

細
は
左
表
の
と
お
り
で
す
Ố

　
集
計
の
結
果
ỏ
町
田
第
一
小
学

校
・
鶴
川
第
二
中
学
校
・
小
山
中

学
校
に
つ
い
て
は
ỏ
申
請
者
数
が

受
入
枠
を
超
え
た
た
め
ỏ
公
開
抽

選
を
実
施
し
ま
し
た
Ố

※ủ
就
学
通
知
書ớ
小
学
校
ỜỨủ
入

学
通
知
書
ớ
中
学
校
ỜỨ
は
ỏ
２

０
１
６
年
１
月
下
旬
に
お
送
り
し

ま
す
Ố

※
国
・
都
・
私
立
の
小
・
中
学
校

へ
入
学
す
る
場
合
ỏ
入
学
承
諾
書

等
ớ
教
育
委
員
会
提
出
用
書
類
Ờ

を
入
学
す
る
学
校
か
ら
受
け
取

り
ỏ
原
本
を
学
務
課
ớ
郵
送
可
ỏ

〒
　
Ổ
８
５
２
０
ỏ
森
野
２
Ổ
２

１９４
Ổ
　
Ờỏ
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ

２２
ồ
へ
提
出
し
て
下
さ
い
Ố

問
学
務
課
辺
７
２
４
・
２
１
７
６

返
０
５
０
・
３
１
６
１
・
７
９
９

６

恩 温桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

　
　
月
　
日
ỏ　
日
に
開
催
さ
れ

１０

１１

１２

た
ủ
第
　
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音

８２

楽
コ
ン
ク
ồ
ル
全
国
コ
ン
ク
ồ

ル
Ứ
で
ỏ
鶴
川
第
二
中
学
校
合
唱

団
が
２
年
連
続
で
金
賞
を
受
賞

し
ỏ
鶴
川
第
二
小
学
校
合
唱
団
が

銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
Ố

　
ま
た
ỏ
鶴
川
第
二
中
学
校
合
唱

武
俊
さ
ん
は
ủ
昨
年
出
場
で
き

ず
ỏ
く
や
し
い
思
い
を
し
た
全
国

大
会
に
出
場
で
き
ỏ
そ
の
う
え
銀

賞
に
選
ば
れ
ỏ
と
て
も
う
れ
し

い
Ứ
と
感
想
を
話
さ
れ
ま
し
た
Ố

問
教
育
総
務
課
辺
７
２
４
・
２
１

７
２
返
０
５
０
・
３
１
６
１
・
７

９
０
６

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

恩 温桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

　
市
で
は
ỏ
こ
の
報
告
を
受
け
ỏ

年
内
に
建
替
基
本
計
画
を
策
定

し
ỏ
建
て
替
え
実
施
に
取
り
組
む

予
定
で
す
Ố

　
な
お
ỏ
報
告
書
の
全
文
は
町
田

市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
Ố

問
市
民
総
務
課
辺
７
２
４
・
４
３

４
６
返
０
５
０
・
３
０
８
５
・
６

５
５
１

と
ま
り
ỏ　
月
６
日
に
正
副
委
員

１１

長
か
ら
市
長
に
報
告
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
Ố

　
報
告
書
で
は
ỏ
建
て
替
え
後
の

セ
ン
タ
ồ
を
ủ
住
民
が
集
ま
り
ỏ

楽
し
く
交
流
し
学
ぶ
こ
と
の
出
来

る
場
所
Ứỏủ
地
域
の
景
観
を
向
上

さ
せ
ỏ
人
々
に
親
し
ま
れ
る
場

所
Ứ
と
位
置
付
け
ỏ
施
設
の
機
能

の
在
り
方
を
具
体
的
に
示
し
て
い

ま
す
Ố
ま
た
ỏ
地
域
の
バ
リ
ア
フ

リ
ồ
化
と
施
設
の
利
便
性
向
上
の

た
め
ỏ
玉
川
学
園
前
駅
と
同
コ
ミ

ỿ
ニ
テ
ỹ
セ
ン
タ
ồ
を
つ
な
ぐ
デ

ỽ
キ
の
設
置
を
求
め
て
い
ま
す
Ố

　
玉
川
学
園
コ
ミ
ỿ
ニ
テ
ỹ
セ
ン

タ
ồ
は
ỏ
建
築
後
　
年
が
経
過

４１

し
ỏ
建
物
の
老
朽
化
ỏ
バ
リ
ア
フ

リ
ồ
化
ỏ
狭
あ
い
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
ỏ
建
て
替
え
を
計
画
し

て
い
ま
す
Ố

　
そ
こ
で
ỏ
住
民
・
利
用
者
の
立

場
か
ら
基
本
計
画
に
盛
り
込
む
べ

き
事
項
を
報
告
し
て
い
た
だ
く
た

め
ỏ
地
域
住
民
の
代
表
で
構
成
す

る
ủ
町
田
市
玉
川
学
園
コ
ミ
ỿ
ニ

テ
ỹ
セ
ン
タ
ồ
建
替
基
本
計
画
策

定
検
討
委
員
会
Ứ
を
設
置
し
ỏ
検

討
を
重
ね
て
い
た
だ
き
ま
し
た
Ố

　
こ
の
委
員
会
の
検
討
結
果
が
ま

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
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「市立小学校通学区域緩和制度」申請者数一覧

他校申請者数申請者数受入枠学校名
32810町田第一
600町田第二
91615町田第三
81015町田第四
0815町田第五
12135町田第六
700南大谷
3635藤の台
11235本町田東
15535本町田
4315南第一
4735南第二
8235南第三
7935南第四
21435つくし野
131035小川
2915成瀬台
035鶴間
5210高ヶ坂
12335成瀬中央
3735南成瀬
700南つくし野
415鶴川第一
11035鶴川第二
111035鶴川第三
8235鶴川第四
700金井
5835大蔵
005三輪
3835忠生
505小山田
121235忠生第三
7735山崎
0935小山田南

「市立小学校通学区域緩和制度」申請者数一覧
他校申請者数申請者数受入枠学校名

945木曽境川
3610七国山
5235図師
300小山
01320小山ヶ丘
300小山中央
10335相原
3035小中一貫ゆくの

き学園（大戸）
240240小学校合計

「市立中学校通学区域緩和制度」申請者数一覧
他校申請者数申請者数受入枠学校名

4 0 0 町田第一
5 9 25 町田第二
24 7 10 町田第三
4 5 5 南大谷
8 27 35 南
34 0 0 つくし野
19 7 35 成瀬台
16 45 35 南成瀬
8 0 0 鶴川
3 22 5 鶴川第二
6 3 35 薬師
13 2 35 真光寺
4 0 0 金井
34 17 35 忠生
3 13 35 山崎
7 42 35 木曽
25 7 35 小山田
4 20 15 小山
8 2 35 堺
1 2 35 小中一貫ゆくの

き学園（武蔵岡）
230 230 中学校合計

鶴
川
第
二
中
学
校
が
金
賞

鶴
川
第
二
小
学
校
が
銀
賞

２
位
全
国

全
国
１
位

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

建
替
基
本
計
画
に
関
す
る

検
討
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

玉
川
学
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

玉
川
学
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

2016年度
市
立
小
・
中
学
校
通
学
区
域
緩
和
制
度

希
望
申
請
受
付
の
結
果

左から岡本宏副委員長、前島正光
委員長、石阪市長

団
は
ỏ　
月
　
日
に
ソ
ニ
ỽ

１０

２５

ク
シ
テ
ỹ
ớ
さ
い
た
ま
市
Ờ

で
開
催
さ
れ
た
ủ
第
　
回
全

６８

日
本
合
唱
コ
ン
ク
ồ
ル
全
国

大
会
Ứ
中
学
校
部
門
混
声
合

唱
の
部
で
も
ỏ
金
賞
・
全
国

３
位
に
な
り
ま
し
た
Ố

　
そ
の
報
告
の
た
め
市
庁
舎

を
訪
れ
た
ỏ
鶴
川
第
二
中
学

校
の
部
長
の
志
村
龍
さ
ん
は

ủ
昨
年
も
金
賞
だ
ỳ
た
プ
レ

ỽ
シ
Ỿ
ồ
が
あ
り
ま
し
た

が
ỏ
今
年
も
と
れ
て
良
か
ỳ

た
と
思
い
ま
し
た
ỐỨỏ
鶴
川

第
二
小
学
校
の
部
長
の
鹿
野

左から鶴川第二小学校の皆さん、石阪市長、鶴川第二中学校の皆さん




